
水 産 資 源 調 査

【目 的】

本県の基幹漁業である底びき網漁業に関し､統計資料

の解析及び調査船千秋丸により試験操業を行い､秋田県

沖合海域における主要底魚の資源動向を把握する｡

【方 法】

1.統計資料の解析

水揚げ状況調査により収集した資料により､本県の

底びき網漁業の実態を把握した｡

2.底びき網試験操業

当センター所属の調査指導船 ｢千秋丸｣による本県

沖合海域での底びき網の試験操業によって採集された

アカガレイ､マダラを実験室に持ち帰り測定に供した｡

【結果及び考察】

1.統計資料の解析

当センターで収集している昭和55年から平成12年ま

での底びき網漁業により漁獲された主要魚種の経年漁

獲量の推移を表 1,2に､総漁獲量及びcpUEの推移を

図 1に示した｡

また､各主要魚種の経年変化､総漁獲量及びcpUE

表 1 主要魚種の経年漁獲量の推移

年度 延べ隻数 総漁獲量 CPUE 漁獲量トン

10,690 8,989,916

10,993 8,151,319

日,176 11,994,705

10,402 7,274,084

10,573 6,589,873

9,588 5,386,402

8,730 5,251,829

7,660 6,621,615

7,442 6,526,619

7,379 6,833,893

7,309 7,626,197

6,174 6,242,100

5,884 4,723,384

5,340 3,832,782

4,769 2,724,171

4,215 3,100,484

5,065 2,953,254

5,031 3,103,501

4,699 2,600,680

4,558 2,383,573

4,227 1,869,051

841 8,990

742 8,151

1073 11,995

699 7,274

623 6,590

562 5,386

602 5,252

864 6,622

877 6,527

926 6,834

1043 7,626

1011 6,242

803 4,723

718 3,833

571 2,724

736 3,100

583 2,953

617 3,104

553 2,601

523 2,384

442 1,869

-87-

船 木 勉

(1日1隻当たり漁獲量)の推移を2-18と図2-18に

それぞれ示した｡

漁獲量は､昭和57年の11,994トンを最高に減少に転じ､

昭和58年から平成3年までは5-7千けで推移してい

たが､平成6年には3千トンを割 り込み､さらに､減少

傾向が続き平成12年には1千トン台まで減少している｡

cpUEは､昭和60年以降平成2年まで増加傾向にあっ

たが､平成3年以降減少傾向が続き最近は500kg台で推

移していたが､平成12年には450kgまで減少している｡

近年漁獲量､cpUEが増加した魚種は､ホッコクアカ

エビ､ハタハタ､ヤナギムシガレイ､ムシガレイなど

で､減少した魚種はホッケ､ニギス､マガレイ､アブ

ラツノザメ､ヒラメなどであった｡ また､マダイ､ス

ケ トウダラ､マコガレイなどは横ばい状態で推移して

いる｡

平成12年の底びき網による漁獲量は1,869トンで前年

比78.4%であった｡

前年に比較 し増加 した魚種は､マコガレイ4トン

(21%)､アブラツノザメ8トン(16%)などで､減少した

魚種はホッケ236トン (52%)､マダラ122トン (29%)､

ヒラメ25トン (34%)､アンコウ22トン (19%)などで

あった｡

漁獲量(トン)

14,000

CPUE(kg)

S55 57 596163H2 4 6



表2 底びき網漁業主要魚種の経年漁獲量の推移

-
8
8
-

漁獲量 (kg)

年度 - タ-タ ホッケ マダラ 音妄与 -ギス マダイ ヒラメ -ガレイ 妄レヲ ;妄言今 妄言 ,7･レ芳 ヒレグロ 芸･シ言 アンコウ ;I,･; 要言三'e そ の 他 絵漁鵬 延べ隻数蒜詣

S55 497,700 3,937,094 668,644 I,115,146 104,706 7l,021 158,441

56 955,902 3,049,186

57 772,048 7,132,741

58 302,780 2,942,636

59 70,430 2,723,673

60 155,470 1,963,736

61 267,064 2,111,413

2 69,557 4,254,505

3 55,476 3,261,327

4 37,307 1,855,352

7 53,348 1,197,041

545,277 931,146

446,444 1,067,636

357,892 1,139,414

338,733 1,024,440

237,609 1,023,905

148,458 821,642

162,001 858,950

375,636 798,180

638,092 1,373,435

637,732 1,172,873

290,105 1,210,554

160,005 1,107,956

89,053 88,415 191,743

216,468 56,149 207,216

224,783 128,804 278,964

100,454 89,039 178,335

64,817 56,657 104,834

85,316 18,172 77,152

107,321 13,981 29,868

199,095 9,290 23,251

101,122 73,416 20,037

215,300 65,289 16,842

224,484 28,150 15,953

80,152 18,735

97,796 48,032

61,881 30,480

53,687 27,662

53,172 26,156

149,581 123,981

174,925 107,147

100,449 41,672

63,504 35,968

56,929 40,595

87,813 36,637

64,420 22,660

34,097 20,727

25,408 15,433

34,347 16,552

23,553 6,309

21,011 10,192

10,576 4,550

9,272 4,㈱

11,331 4,045

7,874 3,352 50,939

7,647 3,099 52,758

7,507 3,324 32,770

57,199

63,498

37,336

61,088

17,364

15,510
I

51,522

29,588

31,732 16,633

19,616 16,003

12,152 17,591

11,575 42,964

52,610 223,889

31,959 529,687

32,088 553,518

27,974 435,524

30,540 579,776

12,535 226,587

12,784 127,169

10,812 259,975

10,233 202,000

ll,463 270,407

11,139 146,326

44,535 193,311

109,179 1.840,576 8,989,916 10,690

128,463 1,360,321 8,151,319 10,993 136

84,158 1,245,643 日,994,705 11,176 140

131,373 1,131,641 7,274,084 10,402 132

127,702 1,198,856 6,589,873 10,573 134

62,259 1,173,795 5,386,402 9,588 123

25,296 1,210,497 5,251,829

38,266 1,070,013 6,621,615

50,499 901,643 6,526,619

41,668 857,354 6,833,893

49,232 789,608 7,626,197

8,730 113

7,660 134

7,442 133

7,379 129



(1) ハタハタ

漁獲量は､昭和56年以降急減し､平成4年から3

年間ハタハタ漁は禁止された｡解禁後は漁獲可能量

が設定され､平成12年の漁獲量は157トンであった｡

cpUEは､平成7年の解禁後漁獲量の増加とともに

増加傾向を示し､30kg台で推移している｡

表3 ハタハ タ

年度 延べ隻数 ハタハタ CPUE
10,690

10,993

ll,176
10,402
10,573

9,588

8,730

7,660
7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769
4,215

5,065

5,031

4,699
4,558
4,227

497,700

955,902

772,糾8

302,780

70,430

155,470

267,064

207,327

157,551

130,334

69,557

55,476

37,307

0

0

53,348

81,253

153,254

143,952

156,518

157,185

漁獲量(トン)

I0,0∝)

CPUE(kg)
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図2 ハタハタ
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(2)ホッケ

漁獲量は
､
昭和57年の7
,
132トンを ピークに減少し､

60年は2
,
000トンを割り込んだ｡
しかし
､
62年以降増

加し3
,
000-4,
000トン前後で推移したが､
平成4年に

再び減少に転じ
､6
年に1
,
000トン台を割り込み
､
さ

らに
､
減少傾向が続き
､
12年には20 0け台まで減少し

ている｡
CPUEは
､
昭和57年の638kgが最高で以降増減を繰

り返していたが
､
平成11年に100kgを割り込み､
さら

に
､
12年には50kg台まで減少し､

これまでの最低と

なっている｡

表4 ホッケ年度 延べ隻数 ホッケ

CPUE10,690 3

,937,(汐410,993 3,0

49,186日,176 7

,132,74110,402 2

,942,63610,573 2

,723,6739,588 1

,963,7368,730

2,1日,4137,660 3,

676,0167,442 3

,589,2397,379 3,

I19,9187,309 4

,254,5056,174 3

,261,3275,884 1

,855,3525,340 1

,664,8364,769

911,5184,215 1,197,

糾15,0

655,0

314,6

994,5

584,227

948,341

836,927

702,181

454,610

218,295 368

.

3277.

4638.

2282.9

257.6

204.8

241.9

479.9

482.3

422.8

582.I

528.2

315.

33日.8

191.1

284.0

187.2

166.4

149.4

99.

751.6

漁獲量(トン)

CPUE(kg)S55 57 59 61 63 H2 4

図3 ホッケ
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(3)マダラ

漁獲量は､昭和55年の668トンを最高に減少し､61

年に148トンとなった｡

その後増加し､平成元年に638トンまで回復したが､

再び減少に転じ､5年に101トンと最低となった｡し

かし､6年から再び増加に転じ､最近は400 トン前半

で推移していたが､12年には3(氾トンと減少している｡

cpUEは､平成6年以降漁獲量と同様増加傾向で推

移していたが､12年には70kg台に減少している｡

表5 マタラ

年度 延べ隻数 マダラ CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

668,644

545,277

446,444

357,892

338,733

237,609

148,458

162,(氾1

375,636

638,092

637,732

290,105

160,005

101,356

167,385

263,564

318,546

533,815

420,772

423,821

301,976

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S55 57 59 61 63 H2 4 6 8 10 12(午)

図4 マダラ (4) スケトウダラ漁獲量は､平

成元年の1,373トンを最高に､4年まで1,000トン台前半で推移していた

が､5年に330トンまで急減した｡以降100トン後半から

200トン前半の低位で推移している｡cpUEは､

昭和55-63年まで80-100kg前半で増減を繰 り返し､以降100kg後半台に急増した

｡しかし､平成5年以降急減し､最近は30-50kg

前半の低位で推移している｡表6 ス

ケ トウダラ年度 延べ隻数 ス

ケトウダラ CPUE10,690

1,115,14610,993

931,14611,176

1,067,63610,402

1,139,41410,573

1,024,4409,588

1,023,9058,730

821,6427,660

858,9507,442

798,1807,379

1,373,4357,309 1,172,87

36,174 1,210,5

545,884 1,107,

9565,34

04,769

4,2155,

0655,031

4,6994

,5584,227 330,9

45188,52

8268,53

8243,75

1234,4

14167,7

89219,71

6221,8

60漁獲量(ト

ン)2,0

001,800

1,600

1,40

01

,2(氾1

,000800600400

2000-90-

CPUE(kg)

S55



(5) ニギス

漁獲量は､昭和58年の224トンを最高に急減し､60

年に64トンの最低となった｡その後､増減を繰 り返

し､100-200トン前半で推移していたが､平成10年

には11年振 りに1(氾トンを下回り減少傾向にある｡

CPUEは､平成5年の38.7kgを最高に､

漁獲量同様減少傾向にある｡

表7 二ギス

年度 延べ隻数 ニギス CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

104,706

89,053

2I6,468

224,783

100,454

64,817

85,316

107,321

199,095

101,122

215,300

224,484

148,806

206,919

123,046

132,792

104,317

105,730

84,704

75,613

63,320

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S55 57 5961 63H246

図6二ギス

210 100

0
年

(6)マダイ

漁獲量は
､
昭和58年 の128トンを最高に急減し

､6
3

年に9トンと最低となった｡
その後増減を繰り返し
､
最近は20トン台で推移している

｡cpUE

は､漁獲量と同様増減を繰り返し､最近は5-7kg台で推移してい

る｡表8 マダ

イ年度 延べ隻数 マダイ CPUE

I0,69

010,

993ll

,176I0,402

10,57

39,58

88,73

07,66

07,44

27,37

97,30

96,17

45,88

45,34

04,769

4,215

5,0655

,0314,69

94,558

4,227

71,021

88,415

56,149

128,80

489,03

956,65

718,17

213,98

19,29

073,41

665,28

928,15

083,83

750,38

252,38

021,49119,57

624,770

35,09029,84027,189漁獲･
L
l!..･(トン) CPUE(kg)

S55 5



(7) ヒラメ

漁獲量は､昭和58年に279トンの最高を記録 した｡

その後急減 し､62年には30トンとなり､その後低水

準な漁獲が続 き､平成 2年に最低の16トン台まで落

ち込んだ｡その後100トン前半まで回復 したが､8年

以降再び減少傾向を示 し､12年には49トンまで減少 し

ている｡

CPUEは､平成3年以降増加 し､5年に32kgと最高

となった｡最近は､ll-17kgで推移 している｡

表9 ヒラメ

年度 延べ隻数 ヒラメ CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

158,441

191,743

207,216

278,964

178,335

104,834

77,152

29,868

23,251

20,037

I6,842

15,953

99,170

138,360

107,689

138,507

日9,725

75,212

81,098

75,334

49,949

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S55 57 59 018∠U42H3′01′0

メラヒ8図 1

2(午) マガレイ漁獲量は､昭和61年に173ト

ンと過去最高となったが､以降減少に転 じ､平成 5

-6年にやや増加 したものの 7年には5年振 りに60ト

●ンを割 り込み､最近は30トン台の低い

水準で推移 している｡cpUEは､平成 6年に21kgを最

高に減少傾向を示 し､最近は6-8kgで推移 してい

る｡表10 マダイ年度 延べ隻数 マガレイ CP

UE10,6

9010,

993ll,1

7610,

40210

,5739

,5888,

7307,

6607

,4427

,3797

,3096

,1745

,8845

,3404

,7694

,2155

,0655

,0314

,6994

,5584,227 80,

15297,

79661,

88153,

68753,17

2149,58

1174,92

5100,

44963,

50456,

92987,

81364,4

2061,2

42101,38

1I03,

96059,

10238,

14632,

17029,

29438,

65932,0

22漁獲量(トン) CPUE(kg)

S55

-92-

午21018′LU42H3′01エ
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(9) マコガレイ

漁獲量は､昭和60､61年に100トン台を記録 し､以

降年変動を繰 り返し20-40トン台で推移 していたが､

平成11年に最低の18トンまで減少している｡

CPUEは､平成4年以降5kg以上で推移していたが､

平成11年に4.0kgと8年振 りに5kg台を割 り込んだ｡

表11 マコガレイ

年度 延べ隻数 マコガレイ CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

18,735

48,032

30,480

27,662

26,156

123,981

107,147

41,672

35,968

40,595

36,637

22,660

46,822

30,469

46,545

38,035

27,978

26,303

25,894

18,073

21,912

漁獲量(トン)

0

-93-

CPUE(kg)

6
1
597555S 63 H2 4 6 8

図10マコガレイ
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(10)ヤナギムシガレイ

漁獲量は
､
昭和57年 の34トン以降減少傾向を示し､

平成2年の7
.
5トンまで減少した｡
しかし
､
その後急速

に増加し
､11
年に76トンとこれまでの最高となった｡

cpUEは､
漁獲量同様平成3年以降増加傾向にあり､
最近は 10kg後半台で推移してい

る｡表12 ヤナギムシガレイ年度 延べ隻数 ヤナギムシガレイ CPUE

10,69

010,993

ll,176

10,4

0210,

5739,

5888,7

307,6

607,

4427,

3797,

3096,

1745,

8845,

3404,7

694,2

155,

0655,

0314,

6994,5

584,227

34,097

25,40

834,34

723,55

321,0

1110,5

769,2

72ll,

3317,

8747,6

477,50

715,29

826,97

739,43

150,29

250,514

52,665

63,61

175,12

476,763

74,637漁獲量(トン) CPUE(kg)

2H6361957555



(ll)ムシガレイ
漁獲量は､昭和55年の20トンを最高に減少傾向が

続き､平成3年に1.7トンまで減少した｡ しかし､4

年以降増加傾向に転 じ､最近は16-19トン台で推移

している｡

CPUEは､平成3年以降年変動はあるものの､増加

傾向にある｡

表13 ムシガレイ

年度 延べ隻数 ムシガレイ CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

20,727

15,433

16,552

6,309

10,192

4,550

4,000

4,045

3,352

3,099

3,324

I,767

8,551

16,694

13,421

10,836

12,543

17,254

19,562

17,958

16,217

S55 58 61

Hl図12 ムシガレイ 7

10 アカガレイ漁獲量は､平成元年の5

2トンから減少が続き､4-6年まではハタハタの

禁漁に伴い5年には10トン台まで減少 している｡ し

かし､ 7年から9年まで増加傾向を示し30トン前

後で推移 していた｡これはアカガレイとハタハタの

漁場が一部重複 していることなどから､平成 4年秋

から3年間のハタハタ禁漁の副次的効果によるものと

言える｡しかし､平成10年以降頭打ち

となり以降減少傾向にある｡cpUEは､平成 7年以

降漁獲量同様増加を示していたが､10年以降横ばい状態で推移してい

る｡表14 アカガレイ年度 延べ隻数 アカガレイ

CPUE10,690

10,993l

l,17610,402

10,57

39,588

8,730

7,660

7,44

27,37

97,30

96,17

45,88

45,34

04,769

4,215

5,06

55,03

14,69

94,558

4,227

50,939

52,758

32,770

30,6652

5,2371

0,02610,580

24,407

31,021

38,689

29,973

32,9782

2,680漁獲量

(トン) CPUE(kg)S63 H2 4 6 8 10 12(午)



(摘 ヒレグロ

漁獲量は､昭和63年の31トンから減少に転 じ､平

成5年に5.9トンまで減少した｡しかし､6年以降増加

傾向を示 し､10年にやや減少したが､最近は20トン

台で推移している｡

cpUEは､漁獲量同様の傾向で推移している｡

表15 ヒレグロ

年度 延べ隻数 アカガレイ CPUE
S55

56

57

58

59

60

61

62

3

1

2

3

4

5

6

元

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

31,732

19,616

12,152

11,575

8,637

5,940

6,376

15,749

27,633

27,791

17,448

23,054

20,990

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S63 H2 4 6 8 10 12(午)

図14 ヒレグロ (14) カナガシラ漁獲量は､昭

和56年の63トンが最高で､以降年変動が大きく平

成元年に最低の16トンまで減少 した｡3-6年には50トン前後まで回復 したが､

7年には27トンまで減少した｡以降徐々に

増加 し､最近は40け台で推移 していたが､

12年には30トン台に減少している｡cpUEは､平成3年以降6-10kg台の範囲で推

移している｡表16 カナガシラ年度 延べ 隻数 カナガシラ C

PUE10

,69010,

993ll,

17610,402
10,573

9,5888
,7307,660
7,442

7,379

7,309
6,174

5,884

5,340

4,7694
,2155,065

5,031

4,699

4,5584,227 57

,19963

,49837

,33661

,08817

,36415

,51051

,52229,

58816,

63316

,00317

,59142

,96453

,97757

,32949

,52027

,14333

,22049

,14749

,57040,

27333,24

3漁獲量(トン) CPUE(kg)S55 57 59 61 63 H2 4 6 8 10 12(午)



個 アンコウ

本県で漁獲 している種類はキアンコウが主体で､

漁獲量は､昭和55年の52トン以降減少傾向が続き､

昭和60-平成2年までは10トン前半の低水準で推移

していたが､3年以降急増し､5年には214トンと最

も高い漁獲であった｡

以降増減を繰り返し100トン台で推移していたが､

12年には90トン台に減少している｡

CPUEは､漁獲量同様の傾向を示し､平成4年以降

20-30kg台の範囲で推移している｡

表17 アンコウ

年度 延べ隻数 アンコウ CPUE

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

52,610

31,959

32,088

27,974

30,540

12,535

12,784

10,812

10,233

11,463

ll,139

44,535

184,640

214,314

162,844

108,642

129,114

143,943

145,939

114,220

91,982

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S5557596163H2468 10 12(午)図16アンコウ (16) アブラツノザメ漁獲量

は､昭和55年の223トンから急増し､56-59

年まで500 トン前後が漁獲され､この時期が資源水準が高か

ったと考える｡ しかし､60年には､前年比60.9%

減の226トンまで減少している｡62-平成6年まで1

00トン前半から200トン後半の範囲で増減を繰り返していたが､7年以降は100トン台を下回るなど､

一貫 して減少傾

向が続き､11年には過去15年間で最低の50トンまで減少し､低水準が続いていると考え

られる｡cpUEは､漁獲量の増減とほぼ同様の

推移を示している｡

表18 アブラツノザメ年度 延べ 隻数 アブラツ ノザメ CP UE

7

00
07
0

1

2

5

5

5

∠U
AU

′063H

12

34

56

78

9

10ll

12 1

0,690

10,99

3ll,1

7610

,40210,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,8845,

3404,76

94,215

5,0655,

0314,69

94,558

4,227 22

3,88952

9,687553

,518435

,524579

,776226

,587127

,169259

,975202

,00027

0,407146,326

193,311

121,082

177,76

6119,941

83,37

390,6

9785,

96169,471

50,800

58,965 20.

9

48.2

49.5

41.9

54.8

23.6

14.6

33.9

27.1

36.6

20.0

31.

320.633.325.219.817.917.1

14.8ll.113.9漁獲量(トン) CPUE(kg)

S5557 5



(17) ホッコクアカエビ

漁獲量は､昭和58年の131トンを最高に急減し､61

年には25トンまで減少 している｡62-平成2年まで

は30-50トンの範囲で増減を繰 り返し､3-5年に

は23-26トン台の低水準であったが､以降徐々に増

加し､平成11年には82トンと過去15年間で最も高い

水準となっている｡

cpUEは､昭和55-平成5年までは漁獲量の変動と

ほぼ同様の推移をしていたが､6年以降漁獲量に比

較し高い値を示すようになり､11年にはこれまで最

も高い値となっている｡

表19 ホッコクアカエビ

年度 延べ隻数 ホッコクアカエビ CPUE

oo
oノ
0

1

2

3

1

つム
3

4

5

5

5

6

6

6

6

H

6

7

8

9

10

ll

12

10,690

10,993

ll,176

10,402

10,573

9,588

8,730

7,660

7,442

7,379

7,309

6,174

5,884

5,340

4,769

4,215

5,065

5,031

4,699

4,558

4,227

109,179

128,463

84,158

131,373

127,702

62,259

25,296

38,266

50,499

41,668

49,232

26,I19

23,810

26,092

45,993

45,246

64,413

68,157

62,520

82,089

64,997

10.2

ll.7

7.5

12.6

12.1

6.5

2.9

5.0

6.8

5.6

6.7

4.2

4.0

4.9

9.6

10.7

12.7

13.5

13.3

18.0

15.4

漁獲量(トン) CPUE(kg)

S55575961 63 H2 4 6 8 10 12(午)
図18 ホッコクアカエビ 2.底

びき網試験操業漁業調査指導船 ｢千秋丸｣による底び

き網試験操業結果は別表 1-5に示したとおりである｡

各月の操業日数及び操業回数を表20に操業海域を図19に示した｡平成12年度の操業日

数は25日､延べ操業回数は48回であった｡なお

､ 7月はドック整備のため試験操業は実施しなかった｡

操業海域は戸賀沖及び塩瀬崎南西方から秋田沖の水

深54-316mの海域でハタハタ資源調査を中心に調査を実施した

｡表20 千秋丸操業日数及び操業回数月 4 5 6 7 8 9 10ll12 1 2

3 計 備考日数 1

2 3 2 3 2 2 4 2 2 23回薮 2 4 6 3 8
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アカガレイ､マグラの生物測定結果は次のとおりである｡

(1) アカガレイ

水深233-314mの範囲で採取され､ 240-270mで最

も多く漁獲された｡

調査船で漁獲 した､1､3月の雌雄別全長組成を図

20に示した｡

全長のモー ドは雌が240mm､300mm､340mmに､雄

が250m に見られた｡

雌 N=339
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:::.::.:I:.:.:100 140 180 220 260 3(氾 340 380 420 460 500 (

mm)図20 アカガ

レイの全長組成(1､3月)(2) マダラ水深

216-316mの範囲で採取され､2歳魚及び4-6歳

魚が主体に漁獲された｡調査船で漁獲した1-2月の体長組成 (被

鱗長)を図21に示 した｡ 体長のモー ドは雌が340m

m､600mm､740m に､雄が360… ､620m ､800mmに見られた

｡漁獲した雌雄の生殖腺指数の推移を図22に示した

｡雌雄ともに､1月中旬-2月中旬

にかけて14-44の高い個体が

見られた｡また､開腹 して性別を確認

したところ雌174尾､雄169尾で雌雄比はほぼ1:1で

あった｡漁場水温の月別 ･水深別平均水温を図23

に示した｡表面水温は8.50-28.54℃､水深150mでは7.72-12.05

℃､250mでは1.72-5.47℃で推移 し

ていた｡底びき網漁場である底層水温

は1.17-4.44℃で､月毎の推移で

は9月～12月は1.17-1.57℃で冬季間の1-2月

は1.68-2.47℃で推移していた｡

なお､1月上旬～3月の200m以深

で水温の上昇が認められた｡
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別表 1千秋丸底びき網試験結果

操 業年月日 操業回数 目合い 投 網経 度 投 網 経 度 投網水深 備 考

度 分 度 分120426120511-120522120605･120607120608120825 1 9 39 41.49 139 37.97 266 トラフグ｡大2尾ホ

ッケ約7トン戸賀沖戸賀沖2 9 39 4

0.79 139 38.08 2951 9 39 41.35 139 38.03 272
2 9 39 41.86 139 37.69

2591 9 39 38.78 139 40
.03 2822 9 39 41.49

139 38.06 2621 9 39 40
.71 139 38.04 2992 9 39 41.44 139 38.ll 262

1 9 40 4.88 139 39.22 1
292 9 39 56.33 139 33.

39 3161 9 39 39.22 1

39 39.52 2862 9 39 41.19 139 38.39 2661 9 39 23.73 139 50.13 273

120831121013121023121

024121117121129121207

1 9 39 39.90 139 38.92
2862 9 39 39.01 139 4

0.25 2621 9 39 41.49
139 51.23 762 9 39 39

.58 139 56.66 541 9
39 41.82 139 37.96 2492 9 39 42.32 139 37.82 23

91 9 39 39.83 139 38.4

9 3072 9 39 40.70 139 38.05 2981 9
39 56.46 139 34.60 2502

9 39 55.91 139 33.76 3111 9 39 56.39 139 34.53 2552 9 39 56.56 139 33.95 28

0 戸賀沖マがリカドハタハタ 300kg1

9 39 37.98 139 42.16 23

312121813010913011613

0124130126130206130219

130308130316 1 9 39 41.

76 139 39.00 2162 9
39 41.20 139 39.07 2371 9 39 41.21 139 38.46 26

12 9 39 41.89 139 38.2
0 2391 9 39 42.63 13

9 37.56 2422 9 39 42.1
4 139 37.41 2581 9 3

9 42.27 139 37.45 2542 9 39 41.85 139 37.20 276
1 9 39 41.03 139 38.63

2622 9 39 41.35 139
37.72 2831 9 39 41.64 13



別表2 千秋丸で採取 した魚種

操業月日 操業回数 . 魚 種 最 大 最 小 尾
重 量 投 棄12糾26 1 スケけタやラ 54 4

0 4418 60

1 ホッケ 36 29 40
1 ハタハタ 22.2 ll 3
2 ヒレクやロ 27.6

21.2 2.52 マタ
やラ 42 28 12 スケけタやラ 54 40 1

02 ハタハタ 20 9.9 0.92

スやワイがニ 8 0.7120511 1 アカがレイ 30 15

211 0.6

1 ヒレクやロ 29 19.2 21 スケトウタやラ 48 33 8001

ホッケ 37 29 14112 ハタハタスやワイがニアカがレイ 23.432.2 ll.519
.4 8.81.82 ヒレク

やロ 31.4 18.24

028 22 マグやラ 63
2.82 スケけタやラ 48 6202 アブやラブ

ノサ●メ 111 52
ホッケ 38 182 ハタハタ 21.4 ll.5

18.2120522 1 アカがレイ

37.2 25.242 12
0.6 801 ヒレクやロ 24.3

0.11 スケけタや
ラ 56 551

ハタハタ 21 12.5 1.12 アカがレイ
32.7 23 2.72 ヒ

レクやロ 28 20 0.12 アデラツノサ○メ 105 100 6.2

7.42 ホッケ 36.8 282 ハタハタ 23 ll.

8120605 1 アカがレイ 37.8 23.5 3 0.6
1 ヒレクやロ 28 22.I 6

0.41 マグやラ 60.6

25.2 2275 2.6

1 スケけタやラ 56 44 50

1 ホッケ 38 28 5041 ハタハタ 22.2
ll.6 2.82 アカがレイ

32 27 0.22 ヒレクやロ 29.8 15
.8 1.52 マタやラ 21.

8 18.5 0.92 スケけタやラ 56 40 202 ホッケ 39 28 17(X)_2 ハタハタ 18.4 10.4

2.5120607120608 1 ソウハチがレイ 28.8 22 2 0.41 マタやラ 30.4 26

0.31 ムシがレイ 19.4 19

2-271910

0.11 ナメダカレイ 30 1

0.2 8.11112 カナがシテスルメイカミスやタやコアカがレイ 23.432.8 19.225 0.81.
780.42 ヒレクやロ 35.6 19 1.8

2 マグやラ 36 18

2221 ハタハタス寸ワイがニアカが



別表3 千秋丸で採取 した魚種

操業月日 操業回数 魚 種 最 夫 岳 小 尾

重 量 投 棄120825 1 ソウハチがレイ 31.5 14｣8

121 0.21 アカがレ

イ 37.825.8 31

1 マコがレイ 23.2

0.31 ヒレクやロ 15

1.81 マタやラ 30.6 25.4

2.61 スケけタやラ 54.6 48.

8 1.51 アカムツ 33.621.6■ 28.8 1.311 ア7やラツJサ｡メウスメハ

サル 4227.519.6 1000.11

ホッケ 34.2 12011 キチシやミスやタやコ 24.2 7.51

5120831 1 ヒレクやロ 29.6 26 18131

0.3 1(X)100

5(X)01 スケけタやラ 63.8 46.4 1018.20.281.120

1 ホッケ 36 28

1112 ハタハタスやワイがニミスやタやコアカがレイ 23.236.2 15.519.

22 マタやラ 29.6 252 スケけタやラ 55 46.42 ハブメ 17 ll 3

0.832 ホッケ 36.8 28.5222 ハタハタミス

やタやコアカがレイ 22.834 15.7620.4372 マタやラ 60 2.22 スケトウタやラ 59

152 ホッケ 37.55 25.2 3000

2222 ハタハタマタやラホッケス11ワイがニ 22.438 1827 380.

2121013 1 ヒラメ

45 24 41 マタや

イ 31 15 31 サバフ

ケや 19 15 81 カナがシラ 21 16 4.5

1 アジ 17 8 80

2 マグやイ 30 17.8

82 チタやイ 26
16 0.82 ウマスやラハギ 18 14 1.2

2 カナがシテ 24.2 19
.6 6121023 1 アカ

がレイ 18.5 20.4 3142 0.1

7∝氾1 ヒレクやロ 23.

1 0.21 スケト

ウタやラ 56 44 181 ハツメ 22 8.5 21 ホッケ 38 27 180

1 ハタハタ 21.5 1

3.6 12 ホッケ 37

28 8(氾2 ハタハタ 18

17.2 0.2121024 1

ヒレクやロ 28 17.4 4 11 スケ

トウタやラ



別表4 千秋丸で採取 した魚種

操業月日 操業回数 魚 種 最 大 最 小 尾
重 量 投 衰121117 1 アカがレイ 27.6 17.2

439 0.5 51 ヒレ

クやロ 24 18.6 0.5
1 マタやラ 30 13.6

21 スケけタやラ
64 46 3.11 ハブ

メ 15 7 01 ホッケ 37.6

28.4 1251 ハタハタ 19.627 14.518.8 2112 スルメイカミスやタ

やコヒレクやロ 714 1.661.42 マF.ラ 30 20.2 0.522 ハタハタ

スやワイがニ 19.6 12 8.21.8121129 1 ヒレクやロ 22.6
24.6 2 0.51 アサハやカレイ 32.6 24

.8 28 0.31

マタやラ 32.2 20.4 41 スケけタやラ 49 42 1.6
1 ハブメ 18 7.8 15
1 ホッケ 39 32 7

5112 ハタハタスやワイがニアカがレイL 29.239 14.827 10
2.82 ヒレクやロ 30 18.8 1.5

2 マグやラ 68 21.5
72 ホッケ 38.5 31 25

22 ハタハタスやワイがニ 20.5 14 5

.50.9121207 1 アカがレイ 36.4 20

0.7 151 ヒレクやロ 24 18
.5 0.21 マタやラ 37.4 21.2 0.

83171 ホッケ

38 311 ハタハタ 23.2 14.8121218 1 ヒレクやロ 27.8 21 1

24 0.51 アサ)(hカレイ

34.8 1954.8 1∴511 マグやラスケけタやラ 6
855.4 4.2500l ホッケ 39

28.51112 ハタハタスルメイカヤリイカアカがレイ 2131.2 1420.8 18.5
640.62 アサバルイ 34.4 27.6 1.3

2 スケけタやラ 55.8 46

.6 82 ホッケ 35 25.4 19022 ハタハタスルメイカ

25.5 13.8 284130109

130116 1 アカがレイ 3

5 19 107 _201

ヒレクやロ 31.2 21.5 ･1.
41 マグやラ 53.5

31 71 スケけタやラ
55 39p 61 ホッケ 37 28.5 45

112 ハタハタヤリイカアカがレイ 2140 14.613.8
6.512362 アサJtl'カレイ 29.6 25.8 1

2 マタやラ 80 31.4 36
2 ア7やラツJサやメ 95 80

182 ウスメバル 27.
6 22.2 1.32 ホッケ

36 28 2402 ハタハタ 21 14 0.52 メタやイ 4



別表5 千秋丸で採取した魚種

操業月日 操業回数 魚 種 最 大 轟 小 尾

重 豆 投 棄130124 1 マグやラ 23

31 1 0.31
スケけタやラ 37 1

0.61 ホッケ 35 5 1

130126 1 マタやラ 80 68 2 9

1 アデラツノサ寸メ 10032.2 7518.6 5

121 ウスメハやル

21 0.21 アンコ

ウ 1 5.51 スやワイがニ
1 02 アカがレイ

54 0.72 ヒレクやロ 28
.4 15.5 1.7

2 71.9 92 29.7 182 アデラツノサ○メ 100.6 72 4 6
2 ホッケ 37 28

90130206 1 アカがレイ 28.5 21.5

4 0.41 ヒレクやロ 23 21 2 0.1

1 マタやラ 81 46 16 701 77やラツノサやメ 115 48 40

41ll 801 ハツメ 16 8.8

11 ホッケ 37

27.5 1(X)122 ハタハタアカがレイマタやラ 21.516.58

2 16.332 0.3702 アフナラツノサやメ 118 45

356 1102 ホッケ 37.6 28 202 ハタハタ 2

0 15.8 0.4130219 1

アカがレイ 31 23 7 2.31 ヒレクやロ 27.1 0.86 7.41 マグやラ 82 49

37.51 アデラツノサリ

104 0 116428 31 ホッケ

37 _28 21 ハタ

ハタ 19.933 0.79 2.3112 ス寸ワイがニホッコクアカエヒ寸アカがレイ 026 1.82.1

0.62 ヒレクやロ 29.6 2

1.8 4.52 マグやラ

68 66 722 ハタハタスやワイがニ 22 0.89 1.

61.22 ホッコクアカエヒ◆

0 2130308 1 アカがレイ 40.4 2

0 219 21 ヒレクやロ 27 19

1.31 アサハ寸ルイ 30

20 0.81 ハタハタ

18.9 0.91 25.92 アカがレイ 36 21.2

22 ヒレクやロ 27.1

17.6 0.42 マグやラ

30 15.6 0.62 スケトウタやラ




